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Ⅰ．問題
1 ．自己決定について

青年期は親からの依存を脱却し、自我を確立
する時期であり（青木・森田, 2014）、親から自
立する時期である。青年期のライフイベントに
は進学、就職があり、青年期は、進学や就職等
の人生に関する自己決定を行う機会が増えると
考えられる。自己決定とは、自分のことは自分
で決めるという意識やその行動のことであり

（岡本, 2018）、自己決定感とは、自己決定して
いる感覚のことである（桜井, 1993）。

Deci（1980 石田訳 1985）は、自己決定につ
いて、「自己決定は、行動上の選択肢から選択を
行って、唯一の選択肢しか利用しえない事態に
調節するという人間の柔軟性と能力に言及する
心理学的構成概念に他ならない」、「さまざまな
行動選択肢が存在している場合にそれを考慮し
ないで、あるいはまた唯一の行動上の選択肢し
かない場合にそれに対する調節や柔軟な応答を
せずに自動的に行動するならば、人は非－自己
決定的である」と述べている。このことより、
自己決定を行う際は、一つの選択肢を鵜呑みに
するのではなく、様々な選択肢を考えたり、ど
の選択肢を選ぶか考え、納得した上で一つの選
択肢を決定することが重要である。

また、江原（2002）は、本人が「自己決定」
したと言うためには、情報が十分に提供されて
いることや、強制や脅迫・誘導がない状況で判
断することが必要であると述べている。さら
に、江原（2002）は、自己決定を実現させるた
めには、ある人がどんな意思を持っていたとし
ても、「自己決定」できるように周囲の人々が誠
実に対応し、その意思を実現できるよう援助す
ることが規範として確立されている必要がある
と述べており、自己決定は、一人で行うことは

できず、他者との関わりが必要不可欠であると
主張している。

2 ．青年期の自己決定

青年期においては、新たな親子関係を構築す
るためにも、親子が互いの要求を調整し合うよ
うな新たなコミュニケーションが必要となる

（柴田, 2000）。また、青年期の課題にはアイデ
ンティティの確立が挙げられ、杉村（2001）は、
アイデンティティの形成の過程を、他者の意
見・期待も考慮し、自己と他者の視点の食い違
いを解決しながら人生の重要な選択を決定して
いくことであると定義している。このことよ
り、青年が自己決定を行う際には、他者の意見
を受容し、自分の意見を主張し、お互いの意見
を調整し合いながら決定していく必要があると
考えられる。

さらに、女性の精神的自立について検討した
研究において、女性は母親との依存・絆が比較
的強いまま維持される（渡邊, 1997）ことが示さ
れており、女性は、母親との距離の近さを保ち
ながら自立する（水本・山根, 2010）。このこと
より、特に青年期の娘において、一人で自己決
定を行わず、自己決定に、母親が関係している
娘が多いのではないかと考えられる。

3 ．母娘関係と自己決定

近年、我が国では一卵性母娘と呼ばれる親密
な母娘関係が増加している（江上・中田, 2018 
）。信田（1997）は、「一卵性母娘の娘は、母親
の価値観を自分の価値観とすることに居心地の
良さを感じるため、自立せず、未分化のままで
ある」と述べている。また、斎藤（2008）は、

「娘がアイデンティティを形成する上で、同性
である母娘との同一化は欠かせない過程であ
る。しかし、それ以上に重要なのが差異化の過
程、すなわち自分が母親とは違う存在であるこ
とに気づき、それを受け入れ、実現していく過
程である」と述べており、青年期の娘は、母親
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に対する同一化から抜け出すことが困難であ
り、母親と娘の境界が曖昧になりやすいと考え
られる。このことより、母親と自分は異なる存
在であることに気付き、自身の意見や価値基
準、自己決定に関する意識を持つことで、自立
につながるのではないかと考えられる。

寺嶋・吉岡（2017）は、娘が親の期待、願い、
雰囲気を敏感に感じ取り、本当の自分の姿を抑
制しているような「いい子」を振る舞うかどう
かは、心理的サポートのような母親の情緒的関
わりによって、安心感を得ることができるかが
関係していることを明らかにしている。このこ
とより、娘の自己決定には、本来感や安心感を
得ることができるような母親の情緒的関わりが
関係していると考えられる。

4 ．母親への親密性

水本（2016）は、「母親への接近欲求に基づく
親愛的情緒」を母親への親密性とし、自己統制
感の高さと愛情の方向に着目して、娘が母親に
抱く親密性にはどのようなものがあるかを検討
した。その結果、母親への親密性として、娘か
ら母親に愛情を与える方向の親密性であり、母
親を思いやり、気づかおうとする「母親への心
づかい」、母親への依存的な親密性であり、母親
が無条件に自分の情緒的欲求を受け入れてくれ
るという安心感を示す「母親への絶対的安心
感」、母親への依存的な親密性であり、母親の価
値観に捉われている「母親の価値観への捉われ」
を見出した。さらに、水本（2016）は、これら
の 3 つの親密性は、母親からの精神的自立に異
なる影響を与えていることを明らかにした。こ
のことより、母親への親密性の在り方により、
娘の自己決定の様相も異なるのではないかと考
えられる。

青年の自己決定や進路選択時の親子間コミュ
ニケーションが青年の発達や適応に与える影響
については検討されているが、自己決定や親子
間コミュニケーションに影響を与える要素につ

いて検討されている研究は少ない。

Ⅱ．目的
本研究では、自己決定意識と青年期後期の娘

の精神的自立との関連について検討すること、
母親への親密性が青年期後期の娘の自己決定に
与える影響について検討することを目的とす
る。

Ⅲ．今後の展望
自己決定の場面により、自己決定に影響を与

える要因は異なってくると考えられる。大学進
学時の進路選択や日常生活における決定、就職
や結婚等の将来に関する決定など、様々な自己
決定の場面が考えられるが、一つの場面に絞り
検討していきたい。また、自己決定には母娘関
係の他にも様々な要因が関係していると考えら
れる。したがって、自己決定に与える他の要因
にも着目し、検討していきたい。

調査は、母親と死別または離別していない女
子大学生、大学院生を対象とし、質問紙調査を
実施しようと考えている。
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